
p
r
a
s
a
n
t
a
v
i
n
i
s
c
a
y
a
p
r
a
t
i
h
a
r
y
a
s
u
t
r
a
 

に

つ

い
て
 
(
村

上
)
 

四

二

六

P
r
a
s
a
n
t
a
v
i
n
i
s
c
a
y
g
p
r
a
t
i
h
a
r
y
a
s
u
t
r
a
 

に

つ
い
て

村

上

真

完

(
1
)

s
i
k
s
a
s
a
m
q
c
c
a
y
a
 

に

は
右

記

の
経

が
引

用

さ

れ

て

い
る
。

こ

れ

は

チ

ベ

ッ
ト

訳

で

は
東

北

目

録
Z
o
.
 
1
2
9
,
 

影

印

北

京

版

西

蔵

大

蔵

経

Z
o
.
 
7
9
7
 

(
v
o
l
.
 
3
2
)
 

に
あ

た

り
、

s
k
t
,
 
題
名

は
 
A
r
y
a
-
p
r
a
s
a
n
t
a
-

V
in
is
c
a
y
a
p
r
a
t
i
h
a
r
y
a
s
a
m
a
d
h
i
-
n
a
m
a
-
m
a
h
a
y
a
n
a
-
s
u
t
r
a
 

と

い

い
、
三
一巻
 (
北
京
版
四
〇
枚
)
 よ
り

成

り
、
U
a
n
a
s
i
l
a
 

と
 
y
o
-
s
o
s
 
s
d
o
 

と

に

よ

つ

て
、

ほ

ぼ

九
世

紀

初

に
訳

出

さ

れ

た

と

考

え
ら

れ

る
 
(
ち

な

み

に
こ
の
経
は
デ

ン
カ
ル
マ
録
、

影
印
北
京
版

v
o
l
.
 
1
4
5
.
 
p
.
 
1
4
5
9
a
2
に

出
て
い

る
)
。
漢

訳

で

は
寂

照

神
変

三

摩

地

経
 
(
大
Z
o
.
 
6
4
8
,
 
v
o
l
.
 
1
5
)
 

と

い

い
、

玄

婁

が
死
 
(
六
六
四
年

二
月

五
日
)
 の
前

年

六

六

三

年

一
二
月

二

九

日
に
訳

し

た
も

の
と

い
う
 
(
開
元
録
巻
八
、

大
五
五
、

五
五
六
a
)
。
玄

婁

(
2
)

訳
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
冒
頭
の
部
分
だ
け
で
、
全
体
の
約
三
分
の

一
に
す

ぎ
ず
、

し
か
も
突
如
と
し
て
終

つ
て
い
る
か
ら
、
完
訳
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。
チ
ベ

ッ
ト
訳
本
の
内
容
は

(
1
)
第一巻
。
会
座
の
描
写
。

(
2
)
賢
護

菩
薩
の
問
い
 (「
い
か
に
し
て
無
上
正
等
覚
よ
り
不
退
転
と
な
る
か
」

云

々
)
 と
、

仏

の
答
 
(
寂
照
神
変
三
摩
地
 p
ra
s
a
n
t
a
v
i
n
i
s

s
a
m
a
d
h
i
)

。

(
3
)
第
二
巻
。

如
来
は
色
に
も
非
ず
、
色
よ
り
他
な
る
も
の
に
も
非
ず
、

不
生
不
滅
で
あ
る
。

(
4
)
文
殊

の
問
い
に
始
ま
り
、
説
法
、
三
乗

の
建

立

の
問
題
、
学

の
優

位
、
善
根

の
問
題
が
論
ぜ
ら
れ
る
。

(
5
)
第
三
巻
。
聖
道
の
説
明
。

(
6
)
こ
の
三
昧
を
得
る
た
め
の
三
六
の
清
浄
な
る
智
の
力
、

三
味
の
信
解

の
功
徳
。

四
二
の
偶
に
菩
提
行
の
む
く
い
、
こ
の
経
を
受
持
す
る
功
徳

等
を
の
べ
る
。

こ
の
経
は
章
を
分
た
な
い
。
以
上
の
(
2
)
、
(
3
)

は
賢
護
に
対
し
、
(
4
)
-

(
6
)
は
文
殊
に
対
す
る
説
法
の
形
を
と
つ
て
い
る
。

こ
の
経
と
他
経
と
の
関
係
を
考
え
て
み
よ
う
。

ま
ず
 
s
a
m
a
d
h
i
r
a
j
a
s
u
t
r
a
 

(
月
燈
三
昧
経
、
以
下
s
R
と
略
す
)
 と
関

係
ぶ
か
い
。
s
c
R
第一
章
が
月
光
童
子
の
問
に
は
じ
ま
り
、
仏
が
 
s
a
r
v
a
-

d
h
a
m

a
s
v
a
b
h
a
v
a
s
a
m
a
t
a
v
i
p
a
n
c
i
t
a
 
s
a
m
a
d
h
i
 

(
一
切
法
自
性
平

等

-867-



所
顕
三
昧
)
 を
説
く
が
、
こ
れ
は
本
経
の
上
記
(
2
)
の
内
容
に
対
比
す
べ
き

も
の
で
、
し
か
も
そ
の
三
昧
に
は
種
々
の
観
法
、
善
法
を
含
む
点
も
同

様
で
あ
り
、
か
つ
、
両
者
に
併
行
関
係
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
経
が
寂
照
神
変
三
一摩
地
の
説
明
と
し
て

「
一
切
法
を
如
実
に
理

解
す
る
こ
と
」
以
下
七
六
項
目
、
及
び

二

切
法
平
等
性

を
知

る
こ

と
」
以
下
三
四
五
項
目
を
挙
げ
る
中
、
後
者
の
中
約
二

一
〇
項
目
が

s
r

と
対
応
す
る
。
そ
の
対
応
は
s
r
第

一
章
と
 (
一
九
二
項
目
)
、
そ
の
内
容

を
偶
に
述
べ
る
第

一
七
章
と
 
(
一
四
八
項
目
)
、
第
二

章
の
項
目
に
説
明

(
3
)

を
付
し
た
第
三
九
章
と
 (
一
四
九
項
目
)
 に
及
ぶ
が
、
最
も
第

一
章
に
近

い
。
ま
た
s
r
第

四
章
に
s
r
の

主
題
を
な
す
三
昧
の
説
明
と
し
て
あ

げ
る
四
四
項
目
の
中
、

二
六
項
が
本
経
と
対
応
す
る
。

sa
m
a
d
h
i
 

の
説
明
と
し
て
多
く
の
善
法
や
観
法
を
列
挙
す
る
の
は
、

s
r
は
じ
め
、
首
樗
厳
三
昧
経
 
(大
15
,
 
6
3
1
a
-
)
、

観
察
諸
法
行
経
 
(大

15
,
 
7
2
8
c
-
、

決
定
観
察
諸
法
行
三
摩
地
)
、
賢
劫

経
 (大
1
4
,
 
2
a
-
、

了
諸

法
本
三
昧
)
 等
、
s
a
m
a
d
h
i
 

を
冠
す
る
経
典
等
に
共
通
す
る
も

の
で
あ

り
、
そ

の
中
若
干
の
項
目
が
共
通

な
例

は
他

に
も
あ
る
が
、
本
経
と

s
r
の
間

の
如
く
、

一
連
の
数
項
目
、
数
十
項
目
が

一
致
ま
た
は
対
応

す
る
例

は
、
特
別
な
例
の
よ
う
で
あ
る
。
(第
一
表
参
照
)

S
r
は
三
世
紀
初
の
支
謙
訳
月
明
菩
薩
経
か
ら
そ
の
存
在
が
知

ら
れ

る
が
、
本
経
は
さ
ほ
ど
古
く
ま
で
遡
つ
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う

だ
。
本
経
が
s
r
第

一
章
 
(お
よ
び
第
四
章
)
 か
ら
多
少
の
選
択
を
行
つ

(4
)

て
借
用

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
本
経
か
ら
s
r
が

借
用
し
た
の
だ

第1表 Samadhirajasutra との併行例

Cp
r
m
s
a
n
t
a
v
i
n
i
s
c
a
y
a
p
r
a
t
i
h
a
r
y
g
s
u
t
r
a
 

に

つ

い
て
 
(
村

上
)
 

四

二

七
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Cp
ra
s
a
n
a
v
i
n
i
s
c
a
y
a
p
r
a
t
i
h
a
r
y
a
s
u
t
r
a
 

に

っ
い

て
 
(
村

上
)
 

四

二

八

と
仮
定
す
れ
ば
、
本
経
の

一
連
の
項
目
の
中
の

一
部
分
を
s
R
第

四
童

に
何
故

に
配
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
(
3
)
の
仏
陀
 (如
来
)
 観
は
、
般
若
経
の
 
U
h
a
r
m
o
d
g
a
t
a
-
p
a
r
i

v
a
r
t
a
 

冒
頭
や
、
S
r
第
二
四
章
初
に
類
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
本
終

の
説
が
よ
り
詳
し
い
。
し
か
し
本
経
に
は
色
身
の
語
を
出
さ
な
い
。
空

た
こ
れ
に
つ
い
て
は
曇
摩
流
支
訳
如
来
荘
厳
智
慧
光
明
入

一
切
仏
境
黒

経
 (大

12
,
 
2
4
0
c
)
 

等
に
も
関
連
あ
る
説
が
あ
る
が
、
そ
の
経

の
種
々

な
る
響
喩
は
本
経
に
は
な
い
。
ま
た
中
論
第
二
二
章
の
説
も
本
経
と
涌

ず
る
。
本
経
は
 
s
i
k
s
.
 

に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
部
分

の
S
k
t
原
文
希

得
ら
れ
る
の
で
貴
重
で
も
あ
り
、
か
つ
本
経
の
構
成
に
つ
い
て
問
題
涜

投
じ
て
い
る
。
(第
二
表
参
照
)
。

第
二
表

の
如
く
 
s
i
k
s
 

に
は
本
経
の
名
を
挙
げ
る
こ
と
四
度
、
八
同

の
引
用

が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
最
後
の
引
用
文
は
本
経
チ
ベ
ッ
ト
訳
に

は
な
い
。

一
方
 
s
u
t
r
a
s
a
m
c
c
a
y
a
 

チ
ベ
ッ
ト
訳
 
(影
印
北
京
版
v
o
l
.
 
1
0
2
.

P
.
 
1
0
2
e
7
-
1
0
3
b
1
)
、

法
護
訳
大
乗
宝
要
義
論
巻
七
 
(大
3
2
.
 
6
6
b
4
-
2
2
)
 

に
亀

本
経
と
同
名
の
経
の
引
用
文
が
あ
り
、
賢
護
菩
薩
に
対
し
て
、
正
法
左

摂
受
す
る
た
め

の
四
法
 (自
ら
安
楽
に
執
著
せ
ず
、
他
に
安
楽
を
施
し
、
十

悲
を
得
、
法
を
求
め
て
倦
ま
な
い
こ
と
)
 を
説
き
、
そ
の
過
去
因
縁
物
語

の

章
 
(sn
m
-
g
y
i
t
 
t
s
h
u
l
-
g
y
i
 
l
o
h
u
,
 
p
u
r
v
a
y
o
g
a
p
a
r
i
v
a
r
t
a
)
 

に
、
無
垢
嘘

光
王
子
が
大
妙
高
仏
に
大
布
施
を
な
し
た
が
、
そ
の
善
根
も
法
を
求
め

て
努
め
る
菩
薩
の
善
根
の
百
分
の

一
に
も

い
た
ら
な
い
、
と
そ
の
仏
が

王
子
に
仰
せ
ら
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
引
用
は
と
も
に
現
存
の
本
経
に
は
な
い
。
後

の
引
用
の
後
半
の

方
が
 
s
i
k
s
.
 

の
引
用
と
重
な
る
部
分
で
あ
る
。

上
の
引
用
か
ら
考
え
る
と
、
本
経
に
は
増
広
さ
れ
た
異
本
か
、
あ
る

第2表 Siksasamuccaya をこおける引用
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い
は
同
名

の
別
本
が
あ
つ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
内
容

的
に
は
上
の
引
用
個
所
は
、
現
存
の
本
経
と
矛
盾
す

る
内
容

で
は
な

い
。
布
施

に
対
す
る
求
法
の
優
位
は
 
s
i
k
s
.
 
p
.
 
1
6
に

も
引
か
れ
る
本

(
5
)

経
の
部
分

に
よ
つ
て
も
知
ら
れ
る
。

闊
那
堀
多
訳
 
(
5
8
5
-
6
0
0
)
 

の
仏
華
厳
入
如
来
徳
智
不
思
議
境
界
経
巻

下
 (大
1
0
.
 
9
2
3
b
3
)
 

に
は
寂
静
決
定
神
通
三
摩
地
の
語
が
み
え
る
。
こ
の

経
の
異
訳
本
失
訳
度
諸
仏
境
界
智
光
厳
経
 (大
1
0
.
 
9
1
6
c
1
0
)
 

に
は
寂
静
分

別
神
通
三
昧
、
実
叉
難
陀
訳
 
(
6
9
5
-
7
0
4
)
 

の
大
方
広
入
如
来
智
徳
不
思
議

経
 (大
1
0
.
 
9
2
7
c
)

に
は
寂
静
神
通
三
昧
、

チ
ベ
ッ
ト
訳
東
北
Z
o
.
 
1
8
5
,

影
印
北
京
版

Z
o
.
 
8
5
2
,
 
v
o
l
.
 
3
4
,
 
p
.
 
1
8
8
c
7
 

に
は
 
r
a
b
-
t
u
 
s
h
i
-
b
a

r
n
a
m
-
p
a
r
h
o
s
-
p
a
h
i
 
c
h
o
-
h
p
h
r
u
l
 
s
h
o
s
-
b
y
a
-
b
a
h
i
t
i
n
-
n
o
-
h
d
a
-

in
 
(
=
P
r
a
s
a
n
t
a
v
i
n
i
s
c
a
y
a
p
r
a
t
i
h
a
r
y
a
 
n
a
m
a
 
s
a
m
a
d
h
i
)
 

と
い
う
。
ま

さ
に
本
経

の
主
題
を
な
す
三
昧
の
名
で
あ
る
。
も

つ
と
も
す
べ
て
の
三

味
の
名
が
同
名
の
経
を
予
想
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、

こ
こ
で
は

健
行
三
摩

地
 (首
娚
厳
三
昧
)
 と
同
様
に
、
そ
れ
を
説
く
経
典
が
あ
る
と

考
え
て
も
不
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ち
な
み
に
そ
の
経
に
説
く

「
如
来
は
分
別
な
く
分
別
と
異
な
る
こ
と
な
く
、
然
も
無
功
用
無
分
別

の
故
に
」

云
々
 (大
1
0
.
 
9
2
0
c
)
 

等
は
、
本
経
の
説
と
遠
く
距
る
と
は
考

え
ら
れ
な

い
。
こ
の
経
は
本
経
を
予
想
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

失
訳
度
諸
仏
境
界
智
光
厳
経
の
訳
出
年
代
を
調
べ
て
み
る
と
、
出
三

蔵
記
集
に
は
記
載
な
く
、
法
経
録
 (大
5
9
.
 
1
2
0
c
)

に
は
失
訳
と
し
て
出
、

仁
寿
録
 
(
1
5
8
a
)
、

静
泰
録
 
(
1
9
1
b
)
、

大
唐
内
典
録
 
(
2
8
9
c
)
 

に
は
訳
者
を

記
さ
な
い
が
、
開
元
録
巻
四
 
(
5
1
8
c
)
 

に
い
た
つ
て
失
訳
と
し
て

「是
れ

秦
時
の
訳
出
に
似
た
り
」
と
い
つ
て
秦
録
に
入
れ
て
い
る
。
智
昇

の
眼

識
を
信
頼
し
て
秦
時
と
す
れ
ば
前
秦
よ
り
西
秦
ま
で
3
5
1
-
4
3
1
と
な
る

が
、
こ
の
経
の
訳
語
に
は
羅
什
以
前
の
特
徴
は
み
と
め
難
い
か
ら
、
お

よ
そ
4
0
0
年以
後
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
経
は
究
寛

一
乗
宝
性
論
 
R
a
t
m
g
o
t
r
a
v
i
b
h
a
g
a

tt
a
r
a
t
a
n
t
r
a
s
a
s
t
r
a
 

(
中
村
瑞
隆
本

p
.
 
3
1
9
-
2
1
)
 

に
 
T
a
t
h
a
g
a
t

n
a
c
i
n
t
y
a
v
i
s
a
y
a
v
a
t
a
r
a
n
i
r
d
o
s
a
 

の
名
で
引
用
さ
れ
て
お
り
、

闇
那

堀
多
訳
仏
華
厳
入
如
来
徳
智
不
思
議
境
界
経
巻
下
 
(
大
1
0
.
、

失
訳
度
諸
仏
境
界
智
光
厳
経
 
(大
1
0
.
 
9
1
5
b
3
-
4
)
、

チ
ベ
ッ
ト
訳
影
印
北

京
版

v
o
l
.
 
3
4
.
 
p
.
 
1
7
9
a
7
-
8
に

符
合
す
る
。

宝
性
論
の
著
者
に
つ
い
て
は
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
漢
訳

は
勒
那
摩
提
に
よ
つ
て
凡
そ
5
0
8
-
5
1
5
に
は
訳
さ
れ
て
い
る
 (宇
井
伯

寿
、
宝
性
論
研
究
p
.
 
1
7
以
下
)
。

こ
の
宝
性
論
よ
り
も
仏
華
厳
入
如
来
徳
智
不
思
議
境
界
経
の
成
立
は

古
く
、
更
に
そ
れ
よ
り
も
本
経
は
古
い
が
、
他

方
s
r
第

一
章
、
第
四

(
6
)

章

よ

り

は
新

し

い
、

と

い
う

こ

と

が
推

定

で

き

る
。

1
 
B
o
d
h
i
c
a
r
y
a
v
a
t
a
r
a
 
p
a
n
j
i
k
a
 

で
も
同
じ
 (
註

5
参
照
)
。
法
護
訳
大

乗
集
菩
薩
学
論
や
大
乗
宝
要
義
論

に
は
寂
静
決
定
神
変
経

と
い
う
 (
大
3
2
,

7
9
a
2
,
 
9
2
b
1
0
,
 
9
2
c
2
3
,
 
1
0
3
c
1
8
;
 
6
6
b
4
)
。

2
 
玄
婁
訳

は
チ
ベ

ッ
ト
訳
影
印
北
京
版
v
o
l
.
 
3
2
,
 
に

あ

た
り
、

チ
ベ

ッ
ト
訳

の
第

一
巻

の
終
り
ち
か
く
ま
で
を
含

む
。
後

に
触

れ

P
r
a
s
a
n
t
a
v
i
n
i
s
c
a
y
a
p
r
a
t
i
h
a
r
y
a
s
q
t
r
m
 

に

つ

い

て
 
(
村

上

)
 

四

二
九
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p
r
a
s
a
n
t
a
v
i
n
i
s
c
a
y
a
p
r
a
t
h
a
r
y
a
s
u
t
r
a
 

に

つ

い
て
 
(
村

上

)
 

四

三
〇

た
よ
う
に
寂
照
神
変

三
摩
地

の
説
明
と
し
て
、

チ
ベ

ッ
ト
訳

で
は
七
六
項

目
及
び
三
四

五
項
目
を
挙
げ
る

の
で
あ
る
が
、
後

の
方

の
二
六
四
項
目
蕉

あ
た
る
と
こ
ろ
で
、
玄
奨
訳

は
突
如
と
し
て
終

つ
て

い
る
。

な
お
、

そ
の

間
に
お
い
て
玄
婁
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
は
小
異

は
見
ら
れ
る
に
せ
よ
、

一
致

し
て
い
る
。

3
 
s
R
第

一
章

と
こ
れ
に
対
応

す
る
第
三
九
章
、

第
十
七
章

に
つ
い
て
は
、

拙
稿

「
s
a
m
a
d
h
i
r
a
j
a
s
u
t
r
a
 

研
究
1
,
 
1
7
,
 
3
8
-
3
9
由

章

の
比
較
対
照
」
(
八

戸

工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
第
1
号
昭
和
4
1
年)
 に
お
い
て
、
項
目
を
数

え
、
対
照
和
訳
を
試
み
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
s
R
第

一
章

に
は
三
三
二
〇
 (
重

複
三
)
 項

目
、
第
三
八
-
三

九
章

に
は
二
九
〇
項

目
、
第
十
七
章

に
は
二

九
七
 (
重
複
四
)
 項
目
を
か
ぞ
え
た
。

な
お
印
仏
研
1
5
-
2
の拙
稿
参
照
。

4
 
s
R
第

一
章

p
p
.
 
2
1
1
-
2
3
4
の

九
〇
項

目

の
う
ち
五
項

目
を
除

け
ば
、

本
経
に
は
対
応
が
な
い
。
本
経

に
対
応
が
な

い
部
分
に
は

「
賢
者

た
ち
に

随
喜
さ
れ
」
(
p
.
 
2
1
1
)
 

と
か
、

多
く

の
形
容

語

で
あ

つ
て
、
善

法
で
も
な

く
、

観
法

の
内
容

で
も
な

い
も

の
が
あ
る
。

こ
れ
ら

の
項
目

は
本
経
に
は

と
ら
れ

て
い
な
い
。

5
 

な
お
 
B
o
d
h
i
c
a
r
y
a
v
a
t
a
r
a
 

に
対
す

る
 
P
r
a
j
n
a
k
a
m
a
t
i
 

の
 
p
a
n
-

ji
k
a
 
に
は
本
経
が
二
個
所
引

か
れ
て
い
る
。

即
ち
、

B
o
d
h
i
c
a
r
y
a
v
a
t
a
r
a
c
 
p
a
n
j
i
k
a
 
p
r
o
s
a
n
t
a
v
i
n
i
s
c
a
y
a
p
r
a
t
i
a
r
y
a

(P
.
 
U
v
a
i
d
y
a
'
s
 
o
d
.
)
 

(
デ

ル
ゲ
版
)
 (
影
印
北
京
版
v
o
l
3
2
)

p
.
 1
8
3
0
 

(
経

名

)

p
.
 
1
9
1
-
2
 
2
0
9
a
3
 
p
.
 
5
1
b
1
-
2

(
=
s
i
k
s
.
 
p
.
 
8
5
1
3
-
1
4
)

p
.
 4
9
1
1
 

(
経

名

)

c
f
.
 
1
9
5
a
3
-
6
p
.
 
4
5
a
7
1
b
2

(
c
f
.
 
s
i
k
s
,
 
p
.
 
1
6
2
-
8
)

こ
の
中
、
後

の
方
は
経
名

の
み
で
あ

る
が
、

そ
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
は
、

布
施

よ
り
も
聞
法
学
習

の
福
徳
が
大
き
い
、

と
い
う
上
記

の
個
所
を
示
唆

す
る
。

6
 
既

に
他
処
で
論

じ
た
 
(
印
仏
研
1
5
-
2
,
 
p
p
.
 
2
3
7
-
2
4
0
)
 

よ
う
に
、

s
R

第

一
章
 
(
の
項

目
)
 が
で
き
た
後
に
、

そ
の
註
釈

の
形

で
第
 
(
三
八
-
)

三
九
章

が
で
き
た
が
、
他
方
第

一
章
は
更
に
増
広

さ
れ
て
現
在
形

を
と
る

に
い
た

つ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
本
経
は
そ

の
第

一
章

の
増
広

さ
れ
た
現
在

形

に
近

い
も
の
を
引

い
た

と
見
ら
れ
る
か
ら
、
s
R
が

か
な
り

現

在
形

に

近
づ
い
た
以
後

に
、
本

経

の
成
立

を
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
、

と
考
え

ら
れ
る
。

以
上
本
経
が
s
r
の

影
響
を
う
け
、

ま
た
本
経

の
存
在
が
他

の
文
献
に

お

い
て
示
唆

さ
れ
て

い
る

こ
と
を
見

た
。
大
乗
経
典

の
間
に
お

い
て
、
影

響
関
係

の
見
ら
れ
る

一
例

と
も

い
え
よ
う
。

な
お
s
R
と

般
舟
三
昧
経
と

の
関
係
も
興
味
あ
る
例
で
あ
る
の
で
、
他

日
論
及

し
た

い

と
考

え

て

い

る
。
(
附
記
)
 
本
経
デ

ル
ゲ
版

チ
ベ

ッ
ト
訳

を
見

る
に
あ
た

つ
て
は
、

羽
田
野

伯
猷
教
授

の
好
意
あ

る
は
か
ら

い
と
、

東
武
氏

の
労

に
よ

っ
て
入
手
す

る
こ
と
が
出
来

た
写
真
複
写

に
よ

っ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
に
謝
意
を

表

し
た
い
。
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